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北寄貝肉の化与さ的研究

第 l報北寄貝肉の一般成分様

フ巳 贋 輝 重 体産食品製造畢数室〉

CHE3'ITCATJ STUDIES ON THE HOKK.IGAI-MEAT (Mactrαsαchαlinensis SCHRENCK) 

1. ON THE PROXIMATE COMPONENTS OF Mαmrα8αchαlinensis MEAT. 

Teru日hige~IOTOHIRO 

(Faculty of Fisheries， HokkaidョUniversitYI

"Hokkigni" (ment of one ofもheshel1-fish， Mactrαsαchalineni8 SCHRENCK)， wns 

ann.lyzed using meaもhkennもdifferent自enson"an~ from diiferen色pa.rtsof the bod y . 

Before nnd nfもerspawning，もhe目。 sampleswere u日edfO'r the experiments in April nnd 

July. PrO'ximn.もecomponents were nl日oestimnもedemploying men.t from four pa.rts 0:1' 

the自he11fish: ligamen色， foo色" and mantle-cord and gi11s. 

The resul旬 werens described below: 

(1) Before日pa.wning，iもwasestimaもedthat出etot<tlweighもO'f也eme抗O'fもhe臼hel1-

fish was divided 41劣 infoot， 27% in viscera， 21% in m品川le-cordnnd gills， and 10% 

in vi日cera，and al町 10%in lignment. 
(2) There were few differences in crude nsh ill tl-te compa.rison 0:1' t!J.e bo七h目的sO'nS.

l31 Afもerspnwning，七heamounts of glycogen showed 110 rapid increa.5e as 17.05% on 

the nvernge， especia.lly 25.43% in foot. Before spnwning， the a.mounts of glycO'gen 

were 9.19μon the average. 

(41 Simila.rly tO' glycO'gen， nf総r日P九wning，もhe nmO'unts 0:1' e七l:terell.tracts were 

incrensed to 10.70% O'n the nvernge， and 23.25% in vi日cera.. BefO're自pa.wing，the 

percenもa.geO'f eもherexもractof visce'rn. was 11.10%. 

(5) After spnwnirig， もhenmoun七日 0:1' crude proもeinwere decreased cO'ntrary t') tl:te 

tendency of increa日eof the amoun匂 ofglycogen nnd e出erextract. The percenhge 

O'f crude prO'もeinwas 53.66% nfter spawning. Crude pro七einwas reじO'gnizedn日occu.

rring in the ment from t1le nctive pa.r七sof the shell-fish. Lig:屯mentconta.in.e占

31.04% O'f cli1de pro七日inbefore spawing and 58.92% nf七6r自pawning.

緒 日

北海道、東北、朝鮮東北部等の寒海の外洋に面し?と砂泥、ー湾海中に棲息する北寄貝〈うばがい〉

様昭和26竿度4月、日本水産皐曾全図犬舎において講演
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(M，αctra 8achαlinensis SCHRENCK)は桁網にJ:り捕獲せられ、邦国北方に於ける有数の食用貝でる

る。而してその利用は生貝のま L叉は刺身とレて折箱に詰め、各地に職議されて販賀され，るCみ主主ら

歩、躍詰食品としても注目され、就中水煮健詰は既に製造されて市場に販費されている。叉肉柱は乾

製品として製譜されている。一方水産経桝上よりみれば農林省統計表によれ，ぼ、その産相は3，850万kg

(102万賞〉、償格にして約270万国程度であP、ハマグF、ウパガイと同程度の産額を有している。

斯践に頗る利用慣値の多い北寄員に闘して著者は化事的賢験を賓施し、その結果について拾討を加え

てみたDで此慮に報告ナる次第である。

北寄貝は北海道に於ては四季を通じて漁獲されるもむでるP、その生殖期は6-7月とされている。

それ故此の時期の貫験に於ては主として産卵前及び産卵後の個瞳各部に於ける成分を検討した。勿論

魚介肉にあってはその年令、環境、及び柴養祇態によってその成分量を異にし、それに従って食味を

異にずるもので、あると，曹、はれるので、著者は可及的等大のものを選んで質験の材料となし、同ーの摩

地より得られたものを使用した。叉4月と 7月の2期に分って試料を入手し、産卵前及び産卵後の試

験の材料とした。

2 賓験材料

昭和25年 4月11日函館市函館水産物株式曾従扱いの北海道室蘭沖産活北寄貝5個、及び昭和25年

7月4日北海道室蘭沖産活北寄貝2個を貫験D材料となした。之等は何れも早朝市場に陸揚げされた

ものを直ちに質験室に持ち来たり島理し、吹いで直ちに雷除を開始した。

3 部位別の貝肉の重量

試料の調製に営つては肉柱を11.断し、開殻後外套膜及び館、を除去し、告たに肉桂を斧足部より除き、

斧足部を切開して内臓を射出して各部位別となし、プロペラー揮持器を有するホモグナイザ戸を以っ

て 2，...3分間廻樽慢持し、内容物が均ーとなった後、二重のガ戸ゼにより過剰の水分を除き、賓験の

材料に供した。産卵前、産卵後に於りる各部t立別の重量を示せば第1表及び第2衰の如くである。

第 1表及び第2表より産卵前に於ては斧足部は金重量の約41%を占め、次に内臓部が約27%であ

P、外套膜及び飽は21%を.

Table 1. ParもialweighもofMαctrαsαchalinen8is SCHRENCK. 

I Total 1M皿tIe-cord
fleas∞ I No. I weight I Viscera I Ligammt I Foot & gilIs 

I (gmi !倍m) (gm) 1. (gml 耳m)

I l必.2 45.1 56.5 31.3 

E 158.2 51.3 14.6 59.3 33.0 

Before E 147.8 303 14.7 70.7 32.1 

148.4 46.6 13.9 56:7 31.2 

157.0 ! 36.4 15.0 72.3 33.3 

Average! 152.7 419 155 63.1 32.3 

I 10.2 I 9.5 48.9 24.0 
After 

E 90.4 9.2 I 9.0 48.1 24.1 
spawnmg 

Average 91.5 9.7 I 9.3 485 24.0 

-152ー

有している。究肉桂は金重

量に劃し9%でるったd 産

卵後のも1Dtc-就いても同じ

く斧足部が金重量c約53%

を占め、外套膜及び憾の約

26%が之I'L~~、内臓部及

び肉柱は伺れも金重量に封

し約10%でるった。之等の

部位別重量百分率を期別即

ち産卵前及び産卵後に就き

比較ずれば、前者は内臓部

が著しく婚加し、約17%の



Table 2. Percentage of句協1weighもandpar七ialweighi of 増加を示している。之に反

Mαctrα8αchαlinensIs SCHRENCK. L1也の部位にあっては、前

E:eason Vi{s9c6e)ra l |Lig(9a6m)ent l | 1

M創出md 者は後者に劣り、就中jf:足
No. Foot |&gills 

(%) l%) 部は産卵後のそれに比し約

30.85 9.10 38.65 21.40 12%の減少を示し、外套膜

E 32.42 9.23 37.48 20.87 及び臨は5μ 減少したが、
Before E 20.50 9之7 47.83 21.90 

spawnmg 町 31.40 9.37 38.21 21.02 
肉桂は顕著なる差異を認め

V 23.12 9.55 46.05 21.28 歩、僅かに前者に於て0.7%

Average 27.77 9.30 4164 21.29 減今するを認めた。以上の

11.02 10.26 52.81 25.91 
事宣は前者にあっては内臓

10.08 9.96 53.21 26.65 部中生殖線のZ重量の増加が
. spawnmg I • - .. ‘ 

Average 10.65 10.06 53.01 26.28 後者K比し著しい鋳であろ

うと推察される。

4 一般成分

各部位に就き夫々磨細した貝肉を混和し、賓験試料とした。之等を以て部位別に71<4-、組蛋白質、

エ{テル抽出物、粗茨分及びグリコーダンの量を測定した。市して粗蛋白質は MicroKjeldall法に

より得られ.tこ窒素量に6.25を乗じて求め、グリコ{グンは SimOllovits(I )法に従い沈澱せしめ、此

の操作を反覆し、精製せるグリコ{グンに就き重量法問により定量した。エ戸テ J~抽出物は試料採

取後、脱水t硝を加え揖伴し、エーテルを注力目して抽出し Soxhle七法に従い定量した。その結果J会
第3表及び第生表i乞示ナ如くである。

第3表及び第4表をみるに水分量は外套膜及び鯨が最大であり、約 80%である。とれはその部位

Table 3. Proxim哨ecomponents of vari-ous par旬 ofMact川
Mchalinensis me泊(%)

I Water I Crude I Ether I n___~_ ，， _~I 
Part 側加 pro陥|ほ~~':~t I Cr吋efat IGl問叩

i v-lsc('ra 73.15 19.50 2.98 2.53 1.54 

Before 
Ligiment 76.48 19.06 0.40 2.00 1.05 

s(pAwprnilln) g Foot 74.89 14.87 0.81 1.93 3.01 

M加 tle.cord 80.18 
& gills 15.00 2.63 0.52 

Average 76.18 17.36 1.11 1.53 

I'Viscera 76.47 11.69 5.47 

After 
Ligament 76.36 13.94 1.58 1.96 4.06 

S伊(JWuIl2y10}g Foot 73.77 14.44 1.64 1.53 : 6.67 

Ma.'1tle cord 10.25 1.33 2.13 3.51 & gills 

Average 12.58 2.51 
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が最も外国との接慣が多く

棋って水分を多量に吸牧ず

るに依るものと思比品る。

又粗蛋白質は肉柱部が最大

であり、内臓部は比較的そ

の含量が小である。とのと

とよ P各部位の運動量の大

なる部位が、多量の蛋白質

を含有するものと考えられ

る。Boyland氏(8)は運動

量とグリコ{グシ含有量の

関係を検し、一般に逆比例

するととを見ているが、

第3表及び第4表の結果よ

りみても肉位部.外套膜及

び偲等の含有量は比較的小

である。叉ク。リコーダンは



Table 4. 

. Before 

sp(Aawpnr mg 
il) 

After 
sp(aJwunI lng 
YI 

Proxim抗ecomponen七日 of various parts of Mαctrα 

卸 chalinensismeftt (dried m抗ter)

I Crude I Ether In ， ~.~.I 
artlProtein lehtrztlcrudB fat|GIycogm 

Viscera 72.63 11.10 9.43 5.7> 

Ligament 81.04 1.66 8.50 4.42 

Foot 59.21 3.23 7.69 11.99 

1rfantle cord & gilIs 75.68 1.31 13.27 2.62 

Average 72.14 4.33 9.72 6.19 

Viscera 23.25 8.42 18.19 

Ligament 58.92 6.68 8.25 17.17 

Fcot 55.05 6.25 5.83 25.43 

~faコtlecord & gills 50.99 6.62 10.60 17.41 

AverlJ.ge 53.66 10.70 8.03 17.05 

貯麗物質であって、肝臓及

び筋肉中に多量に存在ナる

と云ゐれ，ている。本賓験に

於ても内臓及ぴF斧F足部は他

の部位に比ペて多量r令含有し

内臓部は5.7腎'3"，18.1四9予%、.ヂ斧F 

足部は119卯9-2i

した。粗夜分は外套膜及び

舗が最大で10.60-13.27%

であり、内臓部は之にヨえい

で8.42-9.43%であり、内

臓部は 8.25-8.50%、斧足

部は7.65-5.83%・であった。

粗脂肪は Albre巴批氏(4)の

結果の如く北寄貝に於ても

内臓中に最も多量に含有されて居D、11.10-23.25.%であった。 1M各部位にも若手存在するととが認

められた。

期切によ D成分を比較する場合、粗蛋白は産卵前のものは産卵後に比べて約 18%多く含有してい

る。之に反し組脂肪及びグ P コーダンは産卵後において著しく増加するのを認めた。グ P コ ~lT ンが

生殖と密接な関係を有しているととは Daniel氏(5)がカキに就いて報告して居り、生殖時期に著し

く減少すると越ぺているが、北寄貝に於ても産卵後念激に増加し 17%I'L達した。 Russell氏(6)によ

ればカキのグリコ{ゲレ量は8月以降 30.%を超過しているが、北寄貝はそれに及ぱぬまでも相営多

量に含有するととが認められた。就中産卵後祭足部Dクn リコーグンは 6.67%(無水物に封し25‘43%)

であった。内臓部のグHコ{グンも多量に含有されているが、鋒足部と比較して劣る如く見受けられ

之は試料の調製に際し肝臓のみを探我して貰験するととが困難であれ 消化器その他。臓器も混入し

従って肝臓やに貯識され，るグ鴨リコーダンの量が混入した臓器の量に頗る影響されるもD と思われる。

叉グ Fコーダンの定量に就いても l¥Iichell氏(7)はカキ肉中のグリコ戸ヂンD量は乾燥によって、グ

リコ h ゲンを定量したE号、その値は小であると報告し、 Daniel氏もイガイによってクaリコ【グンを

定量した際乾燥中に減少するととを見ている。著者(8)も同様の貫験を試み、減少する傾向を確認し

た。従って賃際北容貝肉中に含有されるグリコーグン量は得られた値よ P若干増加しているもの L如

く解される。街産卵前に3きいて卵及び白子等は部位刊にみて内臓部の粗査白質及び粗脂肪の量lz:影響

すると考えられ，るが，之等は後日の試験に譲り度いと思う。

5 要 約

北海道室蘭沖産の北寄貝に就いて昭F日25平4n及び7月の2期に分けて産卵前及び産卵後の個程を

内臓部、肉柱部、斧足部、外套膜及び館。4部に分けて分析した結果を要約すれば失rDfr.日くである。

(1) 部位刊に依る貝肉。重量を求必?と結果、産卵前にあっ℃は、斧足部は金重rD41%、内臓部は

27%、外葺膜及び臓は 21%、肉柱部法9%であり、産卵後にあっては、斧足部式会重に封し53%、

外套膜及び縄は26芳、内臓部は 10%，、肉柱部は10%でるった。
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(2) 粗衣分を季別に比較すれ，ぼ量的差異な僅小である。

(3) 産卵後クーFコーダン量は著しく増加し、平均 17.05%に達し、就中斧足部は 25.43%である。

一方産卵前ではク"1}::J戸グンの量は卒均6.19%であった。

(4) 組脂肪もグリコ{グンD如く産卵後増加の傾向を有し2f均 10.70.%を示し、内臓部は 23.25.%

であった。産卵前に於ても内臓部は他の部位に比較し多量に合有し 11.10.%であった。

(5) 粗蛋白は粗脂肪及びグリコ{グンと逝D傾向を有し、産卵後減少し、平均 53.66.%である。而

して之は運動量の大たる部位に於て多量存在するを認め、肉柱部は産卵前は81.04μ、産卵後は58.92

.%でるった。

(61 内臓中に混在す、る卵及び白子等の成分、殊に蛋白質及び脂肪は量的に影響を及ぼすものと考え

られ、後日の試験に譲ること Lずる。

本賓験を進行するに営D終始街l懇篤友指導及び報交θ校閣を賜はった本車部教授谷川英一先生並び

に秋場稔講師に劃し厚く感謝の意を表する。
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